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今月の表紙

「春の訪れを告げるふきのとう」
　３月22日、ＪＡの給油所から男鹿市野石
に向かう県道脇で、ふきのとうが顔をのぞか
せていました。
　ふきのとうが春の訪れを告げる頃、大潟村
でも農作業が本格化します。
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あぐりプラザ
トクトク情報

お問い合わせは生活課（45−2214）まで。

４月14日㈮ 
★3倍ポイントデー

４月20日㈭・21日㈮

★特売日
   「春の農作業応援セール!!」

　お知らせ
★ミツウマ等田植え用長靴

多数入荷しております。
★今年も田植え用お弁当、

おかずセットの予約を承
りますのでどうぞご利用
下さい！！

下部分を上下して
調節

　“大潟村 対 北海道の新篠津村（前号の「ライバルに
なり得る村」）”を比較してみよう。
　似た面。平均の経営耕地面積は18.5 対 19.1ha、水田
率は98.7 対 94.5％。新篠津村は、明治期の入植以来、
何度も石狩川の氾濫水害を受け、第二次大戦後、世界銀
行の融資で一大増田を成し遂げた。大半の土壌が泥炭土
で、水を抜けば有機物豊富な沃土になるが、地盤が不当
沈下し易く客土や暗渠の励行が欠かせない。
　違う面。水稲作付率。96.0 対 53.3％。生産調整当初
から米の約半分の削減を迫られ、複合型農業の追求に専
心してきた。現在は、「ななつぼし」「ほしのゆめ」「き
らら397」など多品種の米に、小麦、大豆、小豆、野菜、
タマネギ、花卉等を作る。販売金額規模別では、２千万
円未満53.4 対 76.8％、２～３千万円32. 8 対 16.5％、３
～５千万円11.0 対 5.8％、５千万円以上3.0 対 1.2％と、
大潟村で上層が多い。
　最も注目すべき点は人の要素だ。年齢別農業就業人
口（男子）の構成が60歳未満で57.1 対 61.5％、50歳未
満で40.3 対 38.6％など、若い人が多いのは長期交流の
基盤となり得る（以上、2015年センサス）。特に少量多

品目の高品質有機野菜と６次産業化の複合型農業の大塚
ファームを先頭に、新規参入者を含む若く熱い農業経営
者たちの活躍※。その大塚さんに「個性的な皆さんが、
勝手に我が道を行くのではなく、危機感を共有して地域
農業を引っ張る代表選手のように見えるのはなぜか？」
と聞いたら、「農協の青年部活動がベースかな」と。そ
の深いワケは、直接の交流で確かめてもらいたいのだが、
どうだろうか。

※『いま、秋田の農業をどう拓くか』大日本農会秋田支会・秋
田県立大学2017年２月参照。

〈つづく〉

（さとう　さとる）
1949年秋田県生まれ。北海道大学
大学院農学研究科博士課程単位取
得。農林省農事試験場、農林水産省
農業研究センター、東北農業試験場
で試験研究に従事。1997年に秋田
県立農業短期大学教授に就任。秋田
県立大学生物資源科学部教授、学部
長を経て、2014年３月定年退職。
専門は農業経済と地域計画。

秋田県立大学  名誉教授
佐藤　　了

おぉがたな話題
第４回　いま、なぜ新篠津村なのか？

※ただし、部活動・大会等のお弁当類は日曜日でも配
達いたしますので、どうぞご利用ください。

配 達 日　月曜日から土曜日（日曜日は配達お休みです）

配達時間　午後３時から午後４時半頃まで

※配達時に配達員が、直接商品の代金を受け取ること
はできません。お支払方法については、注文の際に
あらかじめお知らせください。

　当店でお買物していただいた商品や、電話等で注文して
いただいたビール・飲料などを、無料でご自宅までお届け
するサービス（定期配達）を行っております。車での来店
が出来ない方、外出が難しい方はぜひご利用ください。

配達サービス をご存じでしたか？
あぐりプラザおおがたの

（ミスド予定）

４月24日㈪ 

【営業時間】午前８時30分～午後７時（日曜日も営業しております）
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女性部「活動
だよ
り」

第393号

と喜ばれ大活躍した加工センターです。しばらく加工セ
ンターはお休みです。感謝を込め、愛を込め、隅々まで
きれいにピッカピカにしました。	 （栢森慶子記）

◎ワカメの会（３月14日）
　今年も美味しい男鹿のワカメを食べたいとの要望があ
り、世話係として総会で、19組157.5㎏の注文を取りま
とめました。
　村民センターの調理室で、初めての方は経験ある方か
ら教えてもらいながら作業しました。
　芯からワカメを外して、大鍋で湯通しすると、マジッ
クのように黒から鮮やかな緑色に一瞬で変わります。
時々「ワァーッ綺麗」と声も上がっていました。作業は
大変ですがワカメはとても美味しいので、参加された方
は来年もやりたいと話していました。	 （小澤美智子記）

◎エコ・レク部会（３月15日）
　部長に山口菜穂子さん、副部長に佐藤光子さんと鈴木
みどりさん、会計に形山知恵子さんが選出されました。
事業は、バレー大会を11月22日（水）に開くこと、不
用衣類の回収を年２回行うこととしました。
　29年度第１回目の不用衣類回収は６月下旬から７月
上旬に行いますので、着なくなった衣類がありましたら
回収日までお家に置いておいてください。村と共催です
ので、村の広報でもお知らせします。	 （鈴木富士子記）

◎加工センター運営委員会（３月17日）
　28年度の加工センターの実績（豆腐、味噌、委託味噌、
共同炊事）の報告がされました。27年度に比べ利用高
は伸びており、中でも豆腐加工、委託味噌加工が20％
アップとなりました。もっと多くの人が参加できるよう、
29年度も講習会を設けますのでたくさんご参加くださ
い。
　また、機材の耐用年数が過ぎていることで不調もあり、
機材の更新をどうするかなど課題を話し合いました。	
	 （栢森慶子・山本嘉子記）

◎生活モニター研修（３月17日午前）
　潟上市昭和のスーパー「ダイサンCRETA店」に行きま
した。大型スーパーが近くに複数ある中で、他の「ダイ
サン」とは違うスタイルで展開し、３年目で軌道にのっ
てきたという説明が牧野副店長からありました。
　アレルギーや健康志向に対応した商品の品揃えが豊富
で、秋田市・能代市など遠方の客が多いそうです。安さ
ではなく、客の求めているものを大事に、県内の生産者
などにもこだわり、店員も客の質問に答えられるよう
日々頑張っています。私たちのあぐりプラザにとっても
参考になりました。	 （山本嘉子記）

◎生活モニター会議（３月17日午後）
　細川忠通専務と相沢公英生活課長も交えて、「ダイサ
ンCRETA店」での研修報告やあぐりプラザへの要望な
ど話し合いました。青果の評判が良くなった、週２回県
内産の魚が入荷する、クレジットに対応したレジを１台
設置する、配達にも対応している、など頑張っており、
28年度は赤字を回避できそうとの報告がありました。
　私たちの大事なあぐりプラザですので、よりよくする
ために気付いたことや要望など、店の投書箱や生活モニ
ターに声をお寄せください。	 （山本嘉子記）

　今年度からＪＡ女性部長と大潟村婦人会長を分担しま
すが、今まで同様執行部みんなで、部・会ともに活発に、
そしてスムーズに運営されるよう頑張ります。どうぞよ
ろしくお願いいたします。
　※新役員の紹介は５ページをご覧ください。

◎第38回冬季ふるさと祭り（２月５日）
　当日は穏やかな天候で積雪もあり、雪祭りを楽しむに
は申し分のない日でした。
　祭りの最終委員会で、婦人会から会場内全体の「禁煙」
をお願いしていました。快く賛同いただき、来場者も協
力してくれました。今後のふるさと祭りは「禁煙」を前
提に話し合われるよう切に願います。
　婦人会の担当は伝承遊びの「陣取り合戦」でした。コー
ス作りの際、雪質は表面が固く中がサラサラで、非常に
歩きにくかったです。手伝ってくれたボランティアの男
子中学生も「もうダメ！！」と音をあげる始末。実際に
遊んでみたのですが、「くたびれた！」というのが本音
でした。その後は女の子たちとあやとりをしたのですが、
今一つ、子どもたちの心をつかめないものでした。ゲー
ムっ子たちにとっては、いろいろな工夫が必要のようで
した。
　コース作りの時、道路の側溝が雪に覆われて見えず、
足を落とした人がいましたが、本部がすぐ危険回避の対
処をしてくれました。わくわくしたり、ちょっぴり感動
させられたりした雪祭りでした。関係者、ボランティア
の皆様、大変お疲れ様でした。	 （浅沼トク子記）

◎女性部総会（３月２日）
　何十年？振りに出席しました。総会資料に「個人会員
について話し合った」という項目があり、内容が知りた
いと思いました。正会員と個人会員の違いや役割などに
ついてあやふやな認識のまま甘んじている自分に「いい
とこ取り」だけでいいの？という疑問符は常にあります。
　活動報告では、近隣の婦人会との交流の中の「大潟村
の議会傍聴」に新鮮なときめきを感じました。幅広い情
報交換の場としても続いていったらいいな！と思いまし
た。
　午後からの講演は『総合口座等の再構築に係る検討・
課題等』、『コミュテイデザインによるまちづくり』の内
容も “文書” だけではわからない奥深さを感じる（知る）
ことができました。最後に「楽しいビンゴゲーム」もあ
りました。	 （斉藤幸子記）

◎加工センター掃除
　（３月４日）
　みそ・豆腐の会で行
い ま し た。12月 か ら
３カ月間加工センター
を使わせていただき、
美味しい味噌と豆腐を
作ることが出来まし
た。家族にも美味しい

★活動報告と各種会議報告

★新役員がスタートしました
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フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
・
青
年
部
・
女
性
部
で
は
２
月
下
旬

か
ら
３
月
上
旬
に
か
け
て
総
会
を
行
い
、
28
年
度
の
事
業

報
告
や
29
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
。
各
部
と
も
計

画
は
承
認
さ
れ
、
29
年
度
に
む
け
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
当
日
の
様
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
第
35
回
）

青
年
部
（
第
41
回
）

女
性
部
（
第
49
回
）

～
部
員
減
少
に
歯
止
め
か
か
ら
ず
。
今
後

の
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
も
と
に
話
し
合
う
～

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
２
月
24
日
、
Ｊ
Ａ
会
館
大
会
議
室

を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
執
行
部
代
表
・
青

柳
泰
子
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、「
23
年
度
は
62
人
だ
っ

た
部
員
が
、
28
年
度
は
33
人
ま
で
減
っ
た
。
そ
の
た
め
、

活
動
内
容
の
見
直
し
と
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
を
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
述
べ
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え

た
話
し
合
い
へ
の
協
力
と
、
今
後
の
活
動
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
事
業
報
告
と
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１

年
間
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行
い
、
新
た
な
執

行
部
員
６
名
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
講
演「
ア
ロ
マ
で
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
タ
イ
ム
」

に
参
加
し
、
自
分
の
お
気
に

入
り
の
精
油
を
使
っ
た
「
シ

ア
バ
タ
ー
の
ク
リ
ー
ム
」
作

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

～
試
験
圃
場
で
の
畑
作
事
業
ス
タ
ー
ト
。

29
年
度
は
南
瓜
の
収
入
２
倍
を
目
指
す
～

　

青
年
部
は
２
月
27
日
、Ｊ
Ａ
会
館
和
室
を
会
場
に
開
催
。

開
会
に
あ
た
り
栄
田
幸
悦
部
長
か
ら
、「
今
年
度
は
新
た

な
試
み
と
し
て
台
湾
研
修
を
行
い
、
台
湾
に
お
け
る
日
本

産
米
流
通
の
現
状
や
農
業
の
方
向
性
な
ど
学
ん
だ
。
ま

た
、
こ
の
夏
の
台
風
で
甚
大
な
被
害
に
あ
っ
た
北
海
道
の

Ｊ
Ａ
中
札
内
村
に
、何
か
で
き
な
い
か
と
義
援
金
を
募
り
、

３
０
０
，
２
８
８
円
集
ま
っ
た
。
皆
様
の
協
力
に
感
謝
す

る
」
と
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
事
業
報
告
と
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
全
て
の
議
案
を
可
決
。
役
員
改
選
も
行
い
、

新
た
な
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。
28
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

青
年
部
試
験
圃
場
で
の
畑

作
事
業
（
か
ぼ
ち
ゃ
・
玉

ね
ぎ
）
に
つ
い
て
は
、
初

年
度
の
反
省
点
を
改
善

し
、
29
年
度
は
か
ぼ
ち
ゃ

の
収
入
を
２
倍
に
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

～
規
約
を
改
正
し
、
大
潟
村
婦
人
会
長
１
名
・

Ｊ
Ａ
大
潟
村
女
性
部
長
１
名
の
新
体
制
に
～

　

女
性
部
は
３
月
２
日
、
Ｊ

Ａ
会
館
大
会
議
室
を
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
三
村
敏
子
部
長
が
あ
い

さ
つ
で
、「
仲
間
と
お
し
ゃ

べ
り
し
て
楽
し
い
と
感
じ

た
り
、
１
つ
の
事
業
が
終

わ
る
と
ほ
っ
と
し
て
う
れ

し
い
と
感
じ
た
り
、
執
行

部
で
得
ら
れ
た
友
は
自
分

の
財
産
だ
と
感
じ
て
い
る
」

と
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
今

後
の
活
動
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
執
行
部

が
事
業
報
告
と
事
業
計
画

に
つ
い
て
説
明
。
今
回
は
、

大
潟
村
婦
人
会
長
と
Ｊ
Ａ

大
潟
村
女
性
部
長
を
兼
任
す
る
従
来
の
体
制
を
見
直
す
規
約
改

正
に
つ
い
て
も
審
議
し
、
全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
か
ら
は
、
女
性
部
懇
談
会
で
要
望
の

あ
っ
た
、
Ｊ
Ａ
の
高
橋
勇
輝
常
務
理
事
の
講
話
「
総
合
口
座
等

の
再
構
築
に
係
る
検
討
・
課
題
等
」
と
、
大
潟
村
総
合
村
づ
く

り
計
画
に
も
携
わ
る
東
北
芸
術
工
科
大
学
・
醍
醐
孝
典
准
教
授

の
講
話
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

行
い
ま
し
た
。

新執行部の皆さん

執行部代表・青柳泰子
さんのあいさつ

新部長に選ばれた
竹本健治さん

総会の様子（右から２人目が栄田幸悦部長）

あいさつする
三村敏子部長

新たに大潟村婦人会長に選ばれた山本
嘉子さん（写真左）と、ＪＡ大潟村女性
部長に選ばれた栢森慶子さん（同右）

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

青
年
部
・
女
性
部
総
会

～
知
恵
と
力
を
出
し
合
い
、組
織
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
～

特集
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◦
議　
　
　

案

第
１
号　

平
成
28
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
及
び
監

査
報
告

第
２
号　

平
成
29
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
予
算（
案
）の

承
認
に
つ
い
て

第
３
号　

役
員
改
選
並
び
に
新
役
員
挨
拶

◦
29
年
度
役
員
（
敬
称
略
）

執
行
部　

戸
堀　

美
子
・
古
戸　

陽
子
・
三
浦　

早
苗

　
　
　
　

中
山　

郁
恵
・
杉
森　

恭
子
・
本
庄
ゆ
か
り

企
画
部　

後
藤　

美
鈴
・
富
田　

春
奈
・
栄
田　

美
紀

　
　
　
　

藤
田　

和
代

◦
議　
　
　

案

①
第
１
号　

平
成
28
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認

に
つ
い
て

②
監
査
報
告

③
第
２
号　

平
成
29
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
予
算（
案
）

に
つ
い
て

④
役
員
改
選

⑤
青
年
部
試
験
圃
場
に
つ
い
て

◦
29
年
度
役
員（
敬
称
略
）

部　
　

長
：
竹
本　

健
治

副
部
長
：
相
馬　

時
博

　
　
　
　
　

戸
嶋　

宏
輝

事
務
局
長
：
今
野　

芳
昭

会　
　

計
：
豊
島　

正
祥

◦
議　
　
　

案

第
１
号　

平
成
28
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

　
　

⑴　

平
成
28
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

　
　

⑵　

監
査
報
告

第
２
号　

平
成
29
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
の
承
認
に
つ
い
て

　
　

⑴　

平
成
29
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に
予
算（
案
）

第
３
号　

規
約
改
正

第
４
号　

役
員
改
選

○
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

改
正
理
由  

・
執
行
部
の
役
割
を
分
担
す
る
た
め

	
  

・
Ｊ
Ａ
あ
き
た
女
性
組
織
協
議
会
規
約
役
員
年
齢
に
合
わ
せ
る
た
め

改
正
前

（
役　

員
）

第
５
条　

こ
の
婦
人
会
・
女
性
部
に
次
の
役
員
を
お
く
。

　
　

１
．
会
長
・
部
長
１
名　

副
会
長
・
副
部
長
２
名

　
　
　
　

会
計
１
名　

監
事
２
名

　
　

２
．（
略
）

　
　

３
．
会
長
・
部
長
は
婦
人
会
・
女
性
部
を
代
表
し
、
会
務

を
総
括
す
る
。

　
　

４
．（
略
）

（
報
酬
等
）

第
６
条　

役
員
報
酬
、
旅
費
及
び
弔
慰
金
は
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

改
正
後

（
役　

員
）

第
５
条　

こ
の
婦
人
会
・
女
性
部
に
次
の
役
員
を
お
く
。

　
　

１
．
会
長
１
名　

部
長
１
名　

副
会
長
・
副
部
長
１
名

　
　
　
　

会
計
１
名　

監
事
２
名

　
　

２
．（
略
）

　
　

３
．
会
長
は
婦
人
会
、
部
長
は
女
性
部
を
代
表
し
、
会
務

を
総
括
す
る
。

　
　

４
．（
略
）

　
　

５
．
女
性
部
長
の
年
齢
は
、
県
規
約
役
員
年
齢
に
よ
り
、

改
選
時
の
４
月
１
日
現
在
満
年
齢
65
歳
以
下
と
す
る
。

（
報
酬
等
）

第
６
条　

役
員
報
酬
、
旅
費
及
び
弔
慰
金
は
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

別
表

改
正
前

役
員
報
酬

会
長
・
部
長　

６
０
，
０
０
０
円

（
略
）

改
正
後

役
員
報
酬

会
長　

５
０
，
０
０
０
円　
　

部
長　

５
０
，
０
０
０
円

（
略
）

◦
29
年
度
役
員
（
敬
称
略
）

大
潟
村
婦
人
会
長
：
山
本　

嘉
子

Ｊ
Ａ
大
潟
村
部
長
：
栢
森　

慶
子

副
会
・
部
長
：
鈴
木
富
士
子

会　
　
　
　
　

計
：
柏　
　

雄
子

監　
　
　
　
　

事
：
齋
藤
美
智
子
・
伊
藤　

尚
子

◆
女
性
部
加
入
の
お
申
し
込
み

　

生
活
課
生
活
指
導
担
当
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５

－

２
２
１
４
）
ま
で
。

フレッシュミズスポーツ交流会

◀秋田県女性組織リーダー研修会で
スピーチするフレッシュミズの後
藤美鈴さん（写真右から２人目）

秋田県ＪＡ女性大会・秋田県家の光大会

◆
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
加
入
の
お
申
し
込
み

　

生
活
課
生
活
指
導
担
当
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５

－

２
２
１
４
）
ま
で
。

◆
青
年
部
加
入
の
お
申
し
込
み

　

営
農
支
援
課
営
農
指
導
担
当
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５

－

３
０
３
３
）
ま
で
。 青年部試験圃場にかぼちゃ定植

青年部試験圃場に▶
玉ねぎ定植

台湾研修旅行

28年度を振り返って

28年度を振り返って
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水
稲
種
子
に
つ
い
て

Ｑ

水
稲
品
種
「
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
」
の
種
子

確
保
を
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
で
き
な
い
か
？

Ａ

秋
田
県
が
主
催
す
る
「
あ
き
た
売
れ

る
米
づ
く
り
推
進
会
議
」
で
は
、「
つ
ぶ

ぞ
ろ
い
」
と
「
秋
の
き
ら
め
き
」
の
種
子

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
① 

全
量
、
集

荷
団
体
を
通
じ
て
系
統
取
扱
い
と
し
、
個

人
販
売
は
し
な
い
こ
と
、
②
「
あ
き
た
ｅ

ｃ
ｏ
ら
い
す
」
基
準
（
農
薬
使
用
成
分
回

数
10
回
以
下
）、
又
は
、
そ
れ
以
上
の
基

準
で
栽
培
す
る
こ
と
、
③
主
食
用
米
と
し

て
栽
培
を
す
る
こ
と
、
な
ど
と
定
め
て
い

ま
す
。
残
念
な
が
ら
当
Ｊ
Ａ
で
は
米
の
販

売
実
績
が
な
い
な
ど
、
種
子
の
確
保
が
困

難
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
代
わ
る

品
種
と
し
て
、
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
よ
り
も
高
単

収
で
玄
米
が
き
れ
い
な
新
し
い
品
種
２
つ

ほ
ど
に
つ
い
て
現
在
模
索
中
で
す
が
、
つ

ぶ
ぞ
ろ
い
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
県
に

掛
け
合
い
ま
す
。

園
芸
作
物
に
つ
い
て

Ｑ

玉
ね
ぎ
な
ど
の
園
芸
作
物
を
初
め
て

栽
培
す
る
生
産
者
に
対
し
て
、
Ｊ
Ａ
で
機

械
等
の
貸
し
出
し
を
し
て
く
れ
れ
ば
、
よ

り
挑
戦
し
や
す
い
と
思
う
の
だ
が
。

Ａ

玉
ね
ぎ
の
生
産
振
興
に
つ
い
て
は
ま

だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
状
況
の
中
で
、
農

家
に
全
て
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
、
生
産
が

広
が
ら
な
い
原
因
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
ま
ず
は
ス
テ
ッ
プ
や
ハ
ウ
ス
で

の
栽
培
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
、
い
ざ
本

田
で
生
産
す
る
際
に
は
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
い
た
だ
い
て
、そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、

機
械
の
貸
し
出
し
等
の
助
成
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

園
芸
作
物
を
頑
張
っ
て
い
る
生
産
者

を
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
の
誌
面
で
写
真
付
き
で
紹

介
す
れ
ば
、
園
芸
作
物
に
取
り
組
も
う
と

思
っ
て
い
る
人
が
栽
培
の
内
容
な
ど
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
？

Ａ

か
ぼ
ち
ゃ
、
メ
ロ
ン
、
ね
ぎ
な
ど
で

収
益
を
上
げ
て
い
る
生
産
者
の
方
々
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

大
潟
村
の
コ
ン
ビ
ニ
誘
致
に
つ
い
て

Ｑ

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
と
し
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？
ま

た
、
選
定
業
者
に
な
っ
た
場
合
の
試
算
等

は
し
て
い
る
の
か
？

Ａ

Ｊ
Ａ
は
今
年
２
月
、「
①
検
討
す
る
時

間
が
必
要
な
た
め
、
業
者
の
公
募
時
期

を
11
月
頃
に
し
て
ほ
し
い
、
②
コ
ン
ビ
ニ

建
設
用
地
一
帯
を
Ｊ
Ａ
に
売
却
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
要
望
書
を
村
と
村
議
会
に
提

出
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
村
か
ら

は
６
月
末
で
公
募
を
締
め
切
る
と
の
答
弁

が
あ
り
、
用
地
を
売
却
す
る
と
い
う
話
も

出
て
い
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
Ｊ
Ａ
と
し
て

は
様
々
な
角
度
か
ら
試
算
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

店
舗
の
運
営
に
つ
い
て

Ｑ

あ
ぐ
り
プ
ラ
ザ
は
必
要
だ
。
外
部
に

委
託
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
自
分
た
ち
の

力
で
再
生
す
る
と
い
う
気
概
を
も
っ
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
村
内

行
事
に
合
わ
せ
て
惣
菜
を
充
実
し
た
り
、

食
材
の
仕
入
れ
に
敏
感
に
対
応
し
た
り
で

き
る
よ
う
な
専
門
的
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
？

Ａ

今
年
の
１
月
か
ら
、
生
鮮
食
品
を
専

　

３
月
16
日
、
大
会
議
室
を
会
場
に
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
協
議
事
項
は

「
28
年
度
実
績
見
込
み
」「
29
年
度
計
画
案
」
な
ど
。
開
会
に
あ
た
り
小
林
肇
組

合
長
は
Ｊ
Ａ
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
、
29
年
度
事
業
の
た
め
の
積
極
的
な
意

見
交
換
を
求
め
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
や
要
望
を
一
部
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

玉ねぎ移植機（半自動）

←

座
談
会
報
告
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門
に
し
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
新
た
に
入
っ

た
と
こ
ろ
、
品
揃
え
が
良
く
な
っ
た
と
い

う
声
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
声
を
拾
い
上
げ
な
が
ら
店
舗

運
営
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
村
内
行
事
の
際
の
お
弁
当
や

総
菜
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
か
ら
事
前

に
予
約
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
無
駄
な
も

の
を
作
ら
な
く
て
も
済
み
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

総
合
口
座
等
に
つ
い
て

Ｑ

総
合
口
座
が
将
来
的
に
廃
止
に
な
る

の
で
は
と
言
わ
れ
て
い
る
が
？

Ａ

Ｊ
Ａ
の
総
合
口
座
は
組
合
員
勘
定
制

度
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆

様
か
ら
大
変
う
ま
く
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
の
で
、
総
合
口
座
は
残
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
低
金
利
時
代
の
中
で
、
総
合
口
座
の
金

利
と
、
併
せ
て
貯
金
利
率
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

限
度
枠
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
る
方
に
対

し
て
は
、
長
期
資
金
の
創
設
も
考
え
て
い

か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
29
年
度
は
こ

れ
ら
に
つ
い
て
議
論
し
、
結
論
を
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他

Ｑ

ア
グ
リ
マ
イ
テ
ィ
ー
資
金
と
は
？

Ａ

組
合
員
・
農
業
者
等
が
お
こ
な
う
地

域
農
業
お
よ
び
農
村
地
域
の
発
展
に
資
す

る
前
向
き
な
事
業
に
対
す
る
貸
付
資
金
で

す
。
従
来
の
プ
ロ
パ
ー
資
金
と
の
違
い
と

し
て
、田
ん
ぼ
を
抵
当
に
入
れ
な
く
て
も
、

秋
田
県
農
業
信
用
基
金
協
会
の
保
証
料
を

払
え
ば
融
資
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

★
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

忙
し
い
中
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
意
見

や
ご
要
望
を
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
役

職
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

←

田んぼで栽培されるくり大将かぼちゃ（写真上）
とハウスで栽培されるくり大将かぼちゃ（同下）。
28年６月30日・南瓜現地講習会にて

　特産南瓜生産組合では、３月２日に行われた総会後の
実績検討会において、28年産くり大将かぼちゃの生産
で優秀な成績を収めた方々を表彰しました。以下にご紹
介いたします。

◆圃 場 部 門
優 秀 賞	 生　田　勝　弥

	 反収：1.5ｔ　特選率：37.0％

◆ハウス部門（※反収で換算しています）

最優秀賞	 遠　藤　喜代勝
	 反収：2.3ｔ　特選率：70.1％

優 秀 賞	 谷　口　良　一
	 反収：2.3ｔ　特選率：61.3％

敢 闘 賞	 小　野　　　学
	 反収：2.3ｔ　特選率：52.3％

　おめでとうございます！今後も大潟村のかぼちゃ生産
振興のためにご尽力ください。

あぐりプラザ・青果コーナー

特産南瓜生産組合・優秀農家を表彰しました
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佐久総合病院名誉院長
松　島　松　翠はしかについて

健康百科
　「はしか」は小さな子どもが発病する病気で、症
状は軽く、何日かすると自然に治ると思っている
人もいるようです。しかし、はしかを発病したこ
とがない場合や、はしかの予防接種を受けていな
い場合などでは、あらゆる年代で発病することが
あり、重症化する危険があります。
　最近は、10〜20代の若者の間で、はしかが流行
するようになりました。そこで、予防接種の取り
組みが必要になってきています。
　はしかは「麻疹」とも呼ばれ、「はしかウイルス」
に感染することで発病します。はしかウイルスに
免疫がない人が感染すると、ほぼ100％発症しま
す。はしかは、例年、春から初夏にかけて流行し
ますが、感染の危険性は一年中あります。
　はしかウイルスの感染力は非常に強く、発病し
た人がしゃべったり、くしゃみをしたときに、同
じ部屋にいるだけで感染することがあります。
　はしかウイルスに感染すると、10〜20日間ほど

の潜伏期の後、発熱、せき、鼻水、くしゃみといっ
た風邪のような症状が出ます。
　はしかが怖いのは、患者さんの約30％に合併症
が起こることです。代表的な合併症は、「気管支炎」
や「肺炎」で、まれに「脳炎」が起こることがあ
ります。
　そこではしかの予防接種が必要になります。現
在、予防接種では主に「MRワクチン」という「麻
疹風疹混合ワクチン」が使用されています。MR
ワクチンによる副作用はほとんどありません。し
かし発熱してい
る人や重い急
性の病気のあ
る人、妊娠中の
人、重度のアレ
ルギーのある人
は、受けてはい
けません。

『家の光』購読してみませんか今月のいちおし情報

　月刊誌『家の光』は “協同のこころ” を家庭ではぐくむ雑
誌として、1925年に創刊され、2015年５月号で創刊90周
年を迎えました。女性はもちろん、家族みんなで楽しく読め
る総合家庭雑誌です。
　読者参加の紙面づくりを大事にし、感動読み物、時事問題
や料理、健康、子育て、高齢者介護や農業、家庭園芸など、「得
する、役に立つ、元気が出る」記事を満載しています。

おいしい！から学ぶ
給食の時間ですよ

とっさのときに、
すばやく対応できる！
暮らしの救急便利帳

５月号の主な内容
（表紙は草刈 正雄さんです）

お申し込み・お問い合わせは生活課（45−2214）までぜひ、この機会に『家の光』を購読してみませんか。

特集

　『地上』は1947年に創
刊された「農と食の総合
誌」です。
５月号

【創刊70周年特別企画】
「農」を未来へつなぐ

70の提言
【リーダー対談】

TOKIO  城島茂さん×
青年農業者  飯野芳彦さん

いま土を思う

　『ちゃぐりん』はＪＡ
グループの食と農をすす
める子ども雑誌です。
　５月号は入学・進級お
祝い号です。

別冊付録
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３月23日開催

理事会報告

活動報告と予定
　随時部員を募集していますので、興味のある方
はぜひＪＡ大潟村営農支援課（TEL：45‒3033）ま
でご連絡ください！

青年部

●活動報告
３月６日	 台湾意見交換会 （サンルーラル大潟）
３月９・10日　フーデックスジャパン
　　　　　　　幕張メッセ（県外研修）
３月13日	 組合長に新体制の挨拶  第一回役員会
３月16日	 組合員研修会 
	 演題「30年問題と我が国での稲作の問題」
３月17日	 青年部圃場作業
	 （玉ねぎ防除・追肥、殺鼠剤撒き）

●活動予定
４月13日	 秋田県農協青年部協議会総会
	 （ビューホテル）
５月５日	 育苗ハウス巡回
	 （カントリー青年クラブと合同）

報告事項
・業務報告（２月末事業実績等）
・コンプライアンス委員会報告
・平成29年度コンプライアンス・プログラムの制定について
・平成29年度不測事態対応計画の制定ついて
・平成29年度個人情報保護計画・個人情報保護対策
推進進捗管理（マスタープラン）の制定について
・安全衛生委員会報告
・金利設定委員会運営規程の一部改正について
・貯金要項細則の一部改正について
・利率表の一部改正について
・秋田県肉用牛経営緊急支援資金貸付要項の廃止について
・内部監査報告
議　案
第91号	 就業規則の一部改正について
第92号	 店舗就業規則の一部改正について
第93号	 給油所就業規則の一部改正について
第94号	 営農支援課就業規則の一部改正について
第95号	 資材課就業規則の一部改正について
第96号	 整備課就業規則の一部改正について
第97号	 信用事業における残高証明書発行に係る手数料の設定について
第98号	 時間外労働・休日労働に関する協定について
第99号	 １年単位の変形労働時間制に関する労使協定について
第100号	 平成28年度決算方針について
第101号	 平成29年度全般統制・不祥事未然防止行動計画について
第102号	 平成29年度内部統制整備基本計画書の制定について
第103号	 女性参与の廃止について
第104号	 年度末手当の支給について
第105号	 理事と組合との契約について
第106号	 貸付金について
協議事項
・平成29年度役員報酬について
・平成29年度事業計画（案）について

ゴールデンウィーク期間中の
ＡＴＭサービスの休止日について

ゴールデンウィーク期間中の
緊急時連絡先について

　いつもＪＡバンクをご利用いただきありがとうございま
す。ゴールデンウィーク期間中のＡＴＭサービスの休止日
は以下のとおりです。大変ご不便をおかけいたしますが、
ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

日　　付 備　　　　考

５月４日（木） システムメンテナンスにより全国の全ＡＴ
Ｍで利用できません。

詳しくは金融課（45－3018）までお問い合わせください。

緊急時連絡先（24時間対応）

共済・事故対応 ＪＡ共済事故受付センター
（0120－258－931）

金融・ＪＡカード

ＪＡバンク・キャッシュカード紛失共同受
付センター（0120－411－180）
ＮＩＣＯＳ盗難紛失受付センター

（0120－159－674）
※ＪＡカード（クレジット）を紛失の際は

こちらにもご連絡ください
生活・葬祭関係 ＪＡ葬祭レゼール（0120－46－5731）

五城目警察署　TEL 018－852－4100

秋田の道路は歩行者ファースト！！

　歩行者と運転者がお互いに思いやり、横断歩道上
の安全確認を徹底することにより、横断歩行者の交
通事故を防止することを目的としています。

五城目警察署からのおしらせ

『手で合図し合う運動』推進中

出　資　金 ……………………  9億3,185万円
正組合員数 ……………………………1,106名
准組合員数 ………………………………  38名

ＪＡ大潟村の概況　29年３月末現在

※決算のため、貯金・貸出金額の掲載は休みます。

永年勤続職員のご紹介
　４月の朝礼で永年勤続職員の表彰を行いまし
たので、ご紹介いたします。

  ☆勤続30年以上	 一　関　由佳子（生活課）

職　員　人　事
退 職

長い間お疲れ様でした。
　　　　　　 三浦　　濃（営農支援課・臨時職員）

組合員の皆様、ありがとうございました。

３月31日付　加藤　晴雄（整備課（農機）課長補佐）

千
ち

葉
ば

　祐
ゆう

矢
や

（資材課資材係）

西
にし

村
むら

　愛
あい

莉
り

（金融課貯金係）

採 用 ４月１日付 つぎの者を職員として
採用いたしました。



　天気予報が大好き！将来は、
気象予報士？それともお天気お
姉さん？？
　「さりいちゃんのためなら何
だってしてあげるよ～」と、妹
思いのお兄ちゃんに可愛がられ
て、兄妹仲良く、大きくなってね。

尾崎早
さ り い

里衣ちゃん

このコーナーに掲載希望の方は
ご連絡お待ちしております。

TEL  45−2211　広報担当
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◦出身：大潟村
◦所属：資材課資材係
◦趣味：野球
◦ひとこと：組合員の皆様に信頼

されるように一生懸命がんばっ
ていきますので、よろしくお願
いいたします。

千
ち

葉
ば

　祐
ゆう

矢
や

◦出身：三種町（旧八竜町）
◦所属：金融課貯金係
◦趣味：ショッピング・スポーツ
◦ひとこと：昨年から金融課でお世話に

なっております。まだまだ未熟な私で
すが、笑顔を絶やさず今まで以上にが
んばりたいと思います。どうぞよろし
くお願いいたします。西

にし

村
むら

　愛
あい

莉
り

臨時職員のご紹介　これから皆様のお世話になります。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　これから皆様のお世話になる、平成29年度新規採用の
職員です。どうぞよろしくお願い申し上げます。新採用職員のご紹介

　秋田県産米改良協会が主催した、第25回「秋田県
優良水稲種子生産共励会」で、大潟村水稲種子組合の
佐藤貞一郎さんが「秋田県産米改良協会会長賞」の優
秀賞と、特別賞の「東北農政局長賞」を受賞しました。
（品種：あきたこまち）
　「秋田県優良水稲種子生産共励会」は、種子生産農
家の優良種子に対する認識と生産技術を高め、秋田米
の商品性向上を図るために毎年行われています。

おめでとうございます！
今後とも優良種子生産のためにご尽力ください

生活課
三浦冨美子

整備課（自動車）
進藤　　昇

整備課（自動車）
加藤　重美

総務課
鎌田　幸子

整備課（農機）
本田　祐子

資材課
中道　淳人

大潟村水稲種子組合の
佐藤貞一郎さんが

「秋田県産米改良協会会長賞」
を受賞しました
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